
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 １月２３日(金)、月田小学校恒例の「百人

一首集会」と「縄跳び集会」を実施しました。 

まずは、「百人一首集会」です。１２月か

ら短歌を覚えてきました。当日は、４人組に

分かれての対戦です。今年度は、多くの枚数

を取り合う競技の場だけではなく、全員が

１枚ずつ取ったら２枚目というように苦手

な子も楽しめる場も作りました。とは言っ

ても上の句の最初の一字で反応する兵もい

ます。各組で盛り上がり、得意な子も苦手な

子もおもしろいと思える集会になりました。 

続いて、「縄跳び集会」です。種目は、自

分の挑戦したい技を跳ぶ「縄跳びチャレン

ジ」、学級対抗で３分間８の字跳びをする

「長縄チャレンジ」、３分間かかるまで前跳

びをする「前跳びチャレンジ」です。体育館

は、仲間の頑張りへの拍手と歓声で包まれ

ました。 

小学校は様々な経験をする場所だと思い

ます。けっして深くする必要はなく、将来の

世界を広げる場所でありたいと思います。

そのためにも楽しめることが一番です。 

月田小だより 

２月号 

月田小学校ＨＰは             で検索！ 

令和８年１月３０日（金） 

校 長 中 井 良 徳 真庭市立月田小学校 

校訓「敬天愛人」 

 

百人一首集会で集中して札を探す児童たち 



日本の伝統文化をたしなむ 

 ３～６年生を対象に、音楽の授業で「箏」

の学習をしました。講師は宮島敦子さんで

す。「さくらさくら」を学年に合わせて指導

していただきました。箏の演奏が初めての

３年生は座り方から弦の弾き方、６年生は

４年目になるので二重奏に挑戦しました。 

できていることをしっかりとほめていただ

き、子どもたちは最後まで熱心に練習をす

ることができました。最後には、きれいな音

で演奏をすることができました。 

 

 

生き方にあこがれる 

 学習発表会で「新・あほう村の九助」を発

表した３・４年生が、月田の様々なイベント

で演出をされている矢鳴孝一郎さんをお招

きして話を伺いました。ご自身の演劇等の

活動や演出に対する思いを話してください

ました。どのエピソードも「人を感動させた

い」ということが根底にあり、子どもたちに

も伝わるものがありました。身近な人生の

先輩から話を伺うことは、子ども自身が未

来を思い描くきっかけにもなりました。 

 

２月の行事予定 
日 曜 行 事 予 定 給 

１ 日 月田コミュニティの集い  

２ 月 

児童朝礼、全校遊び、クラブ

（２年クラブ見学）、１年短縮

４校時、給食費口座振替日 

○ 

３ 火  ○ 

４ 水 ALT、司書 ○ 

５ 木 第３回学校運営協議会 ○ 

６ 金 読み聞かせ、短縮５校時 ○ 

７ 土   

８ 日 月田スポーツフェス  

９ 月  ○ 

10 火 

あいさつ運動、教育相談、スク

ールカウンセラー、学級費口

座振替日 

○ 

11 水 建国記念の日  

12 木 

新入生入学説明会、６年勝山

中学校入学説明会、６年短縮

４校時、ブックるん 

○ 

13 金 
奨学会地区委員・補導委員報

告〆切 
○ 

14 土   

15 日   

16 月 クラブ ○ 

17 火 １年、５・６年保育園との交流 ○ 

18 水 司書 ○ 

19 木 
ALT、メディアコントロール

週間(～２５日) 
○ 

20 金 読み聞かせ、学校保健委員会 ○ 

21 土   

22 日   

23 月 天皇誕生日  

24 火 
委員会、教育相談、スクールカ

ウンセラー 
○ 

25 水 うちどく、司書 ○ 

26 木 参観日(低中高別)、ALT ○ 

27 金 奨学会学年委員報告〆切 ○ 

28 土   
【３月の主な行事予定】２日(月)児童朝礼、体重測定、４校低学
年交流会(勝山小)／３日(火) 全校遊び、学級費口座振替日／ 
４日(水)司書／５日(木)６年生を送る会、奨学会運営学年合同委
員会／６日(金)読み聞かせ／９日(月)代表委員会、委員会／ 
１０日(火)あいさつ運動／１１日(水)司書／１２日(木)地区児童
会、ALT、第４回学校運営協議会、ブックるん／１３日(金)ALT
／１６日(月)卒業式予行／１７日(火)短縮５校時／１８日(水)大
掃除、司書／１９日(木)卒業式準備、１・２・６年短縮４校時、
３・４・５年短縮５校時／２０日(金)春分の日／２３日(月)卒業
式、短縮３校時／２４日(火)給食最終、短縮５校時／２５日(水)
修了式・退任式、短縮３校時／２６日(木)司書、春休み(～4／6) 

宮島さんから箏の弾き方を学ぶ児童たち 

矢鳴さんの演劇に対する話を聞く児童たち 


